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１ はじめに 
富山県では、平成６年度全国高等学校総合体育大会および平成１２年２０００年とやま国体に向けて、選

手の競技力向上・体力増強を目的とした対策が行われ、各大会では大きな成果を上げてきた。そして現在、

２０２０年の東京オリンピックも見据え、本県競技力の更なる向上を目指し、監督、コーチ、スポーツドク

ター、トレーナー等の連携のもとスポーツ医・科学サポートを積極的に展開し、全国や世界の檜舞台で活躍

できるアスリート育成に取り組んでいる。 
現在、富山県と公益財団法人富山県体育協会（以下、「富山県体育協会」と略す）を中心に「発掘（見つけ

る）・育成（育てる）・強化（活かす）」のテーマに一貫指導体制のもと、以下の事業が実施されている。 

① 競技スポーツ振興事業               （回数及び人数については、平成 27 年度実績） 

 小中学生を対象に、スポーツ教室、記録会及び練習会を実施し、競技スポーツ対する興味・関心を高める

ことにより、競技スポーツ人口の拡大を図る。 
 ・記録練習会 ３３競技 ７０回 １３，２００名 
 ・教室    ２０競技 ２５回  ８，２８３名 

②未来のアスリート発掘事業 

スポーツ能力に優れた児童を見出し、将来のスポーツ界を担う人材育成をサポート（小学５・６年生） 

③元気とやまスポーツ道場 

将来の活躍が期待される中学・高校の有望な逸材に対して、県内の拠点スポーツ施設で、長期的な展望の

もとに育成強化を図る。 

④中学・高校運動部スーパーコーチ派遣事業 

 全国優勝等の指導経験のある指導者を中学・高校へ派遣し、顧問の指導力及び部活動運営を支援 

（バレーボール、柔道、ボート、ホッケー、陸上競技、スキー：２３校、９３０回派遣） 

⑤TOYAMA アスリートマルチサポート事業 

選手の発育・発達段階に応じた医科学的サポートを実施。カテゴリー毎にサポート選手として指定（１７

競技２０種目：計７９６名）し、メディカルチェック（問診、血液検査、スポーツ診断）や体力測定、ト

レーニング指導、食事調査、スポーツメンタルサポート、大会や合宿への専門トレーナーの派遣。 

富山県体育協会の小中高校生に対する強化事業（Ｈ２７年実績） 
小５ 小６ 中学 高校 一般 

  

 

  

 
それぞれの活動の中で特に「未来のアスリート発掘事業」、「元気とやまスポーツ道場」、「TOYAMA アス

リートマルチサポート事業」の内容と成果をふまえながら長期的な展望のもとに高校側と富山県・富山県体

育協会・各競技団体、ジュニアとの関わり方や課題について調査・研究し、今後の高校生の競技力の向上に

つながる取り組みについて検討していきたい。 

元気とやまスポーツ道場 

スーパーコーチ派遣事業 

TOYAMA アスリートマルチサポート事業 

アスリート発掘事業 

競技スポーツ振興事業 

強化指定事業 
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２ 主な強化事業について 
（1）富山県高等学校体育連盟主催の強化事業（平成２８～３０年度） 

① 重点強化配分  

② 指導者研修  
③ ポイント制配分 

・過去 3 年間の全国高等学校体育大会における競技実績をポイント換算して行う。 
・ポイントのない競技についても３年間の内に一度は強化費を配分する。 
・強化区分はポイントにより、A・B・C・D の４ランクに分ける。 

④ 特別配分  

選抜大会等競技実績及び今後の全国高校総体等で活躍が期待される競技に、５種別を上限に上記強化

費配分に加えて特別配分を行う。配分は、競技専門部からの申請に基づき強化推進委員会で決定する。 
⑤ 指導者招聘  

優秀指導者を招聘し、指導者講習会の開催や強化練習会等で選手の直接指導を行う事業に配分を行う。

（全競技専門部からの申請に基づいて配分する。） 
 

（2）富山県体育協会主催の強化事業 
ア．未来のアスリート発掘事業 （平成 17 年度から実施） 

スポーツ能力に優れた児童を見出し、競技団体、学校、家庭と連携を図りながら、将来のスポーツ界

を担う人材の育成をサポート事業として、これまでに１８３３人の応募があり、６６１人が「未来のア

スリート」に認定された。  
【事業目的】 
・将来、全国・世界の檜舞台で活躍できる選手の育成に資する。   
・本県のスポーツリーダーとして活躍できる人材の育成に資する。   
・ジュニア層のスポーツへの興味・関心を高め、スポーツ人口の拡大を図る。  
・有望な人材を早期に指定することにより児童と保護者及び指導者等の意識の高揚を図る。 

【事業概要】 
（指定選手選抜の流れ）  
・５年生の年末に、受付、１次選考（書類審査）、２次選考（測定会）でメンバー約６０名を決定。 

 ・５年生の 1 月から４回、６年生で１２回のプログラムを月１回程度実施。 
（事業内容） 
  【 身体能力育成プログラム 】 
   ・コーディネーショントレーニング 
   ・コンディショニング 
  【 知的能力育成プログラム 】 
   ・メンタルトレーニング 
   ・スポーツ栄養 
   ・スポーツ障害と予防      
（事業修了高校生の活躍）  
・平成２８年度全国高校総体出場選手中、「未来のアスリート」修了者 ２０名 

   陸上競技：７名、 水泳・水球：２名、 卓球：１名、 バドミントン：１名、  
柔道：１名、 レスリング：１名、 ホッケー：４名、 空手道：１名、 カヌー：２名 
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イ．元気とやまスポーツ道場（平成１８年度から実施） 
【事業目的】 

将来活躍が期待される中学校や高等学校の逸材に対して、各競技の強化拠点施設で長期的な展望のも

とに継続的に育成・強化を図る。 
【事業内容】 

（1）選抜 
中体連・高体連及び地域スポーツクラブ等、各種団体の指導者と幅広く情報交換し、強化指定選手と

して活躍が期待される候補生を発掘選抜する。 
対象：中学校１年生～高校２年生で各学年１０名程度、合計２０～５０名程度を選抜 

 （2）スポーツ道場の内容 
・各競技の強化拠点施設において、県内トップクラスの指導者（２～３名）による強化練習会、合宿及

び遠征を年間３０回程度開催する。 
・全国的に有名な指導者による公開練習会や講演会を年 2 回程度実施。 

 （3）実施競技団体 
   ボート、ソフトボール、バレーボール、スキー、陸上競技他、全 18 競技で実施 
 
ウ．TOYAMA アスリートマルチサポート事業（平成２６年度から実施） 

「TOYAMA アスリートマルチサポート事業」として、富山県体育協会の強化事業として実施すること

となった。競技指導者と指導現場に関わっているドクター、トレーナー、富山県体育協会スタッフで現場

での成果や課題、様々なスポーツ医・科学情報を共有するためにアスリート・マルチサポート・スタッフ

ミーティングを行っている。より充実したサポート体制を構築するため、スポーツ医・科学トレーニング

の面からも一貫したサポート体制をすすめている。 
 

【事業目的】 

2020 年東京オリンピックを見据え、富山県競技力の一層の向上を目指し、各種強化事業と併せ、監督、

コーチ、スポーツドクターなどの連携のもとスポーツ医・科学サポートを積極的に展開し、全国や世界の

檜舞台で活躍できるアスリートの育成に取り組むとともに県内施設を活用したトレーニングの一貫指導体

制の構築も目指す。 
 
（指定選手選抜の流れ）  
・４月上旬に募集し、５月上旬に決定 
・対象者：国体正式競技の強化指定選手、未来のアスリート修了生のうち、県内２か所の県営体育館で、 
年１回の体力測定とそれに基づいたトレーニング指導を継続的に受けられる者から TOYAMA アスリー

トマルチサポート委員会で決定 
 
（平成２８年度サポート選手数） 

 ・成年：７６名、 高校：４４６名、 中学：２８５名、 小学生：２名  総勢８０９名 
  
【事業内容】 
・スポーツ医・科学サポート（メディカルチェック、体力測定、トレーニング指導、栄養研修会、メンタ

ルトレーニング研修会） 
・サポートスタッフ・中央講師の大会・強化合宿への派遣・帯同 
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82%

12%
6%

知っている

知らない

無回答

図１「未来のアスリート発掘事業」認知度

３ 他団体との連携について 
  高等学校体育連盟と富山県体育協会や各競技団体、中学校体育連盟との連携の状況について、各競技の

専門委員長にアンケート調査を行った。アンケート内容と結果については以下のとおりである。 
（1）調査期間：２０１６年８月２０日～２０１６年９月３０日 
（2）調査対象：富山県高体連競技専門委員長（３４競技）回収率（９４％） 
（3）調査方法：質問紙法による 
（4）調査内容 

①「未来のアスリート発掘事業」の認知度 
②「元気とやまスポーツ道場」の認知度 
③「元気とやまスポーツ道場」での高体連専門部の関わりについて 

 ④ 高体連専門部と他団体との連携について 
 
（5）調査結果                  
 ①「未来のアスリート発掘事業」の認知度（図１）    

小学校５年生対象に全小学校から一般公募や各

競技団体からの推薦もあり広く告知されているた

め、ほとんどの競技で認知されていることが分か

った。 

②「元気とやまスポーツ道場」の認知度（図２） 
中学・高校生対象の「元気とやまスポーツ道場」

については、県体育協会から各競技団体に告知し、

希望競技団体からの申請のため、３４競技のうち、

約半分の１８競技しか実施されていない。そのこ

ともあり、認知度は「未来のアスリート発掘事業」

よりも低いことが分かった。 

③「元気とやまスポーツ道場」での高体連専門部の 
関わり（図３） 

この事業に関してはほとんどの競技が競技団

体主催のため、関わっている専門部は少数であっ

た。具体的な活動としては中学生との合同練習や

練習試合、高校の指導者による中学生への講習会、

高校から競技を始める選手への基本指導などで

あった。 

④高体連専門部と他団体との連携について（図４）  
～（図８） 
中学校体育連盟と連携している専門部は４０％で 

あった（図４）そのうち、ブロック大会出場者や県  
選抜選手の強化として中・高合同の強化練習会が７  
９％、U-16 等の一貫指導活動に関わっている専門  
部は１４％であった（図５） 

68%

26%

6%
知っている

知らない

無回答

図２「元気とやまスポーツ道場」認知度

20%
3%

71%

6%

関わっている

以前関わって

いた

関わっていな

い

無回答

図３「元気とやまスポーツ道場」との関わり
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  また競技団体との連携については、３４競技中、 
６２％が連携をしており、主な連携内容として強化 
事業が６７％、講習会が１９％、大会運営でのサポ 
ートが１４％であった。（図６・図７） 
地域と連携して活動している専門部は３４競技中、  

２１％であった。主な連携内容として、地域開催の 
大会やイベントにボランティア役員として参加（ハ 
ンドボール・ボート・ライフル射撃）や地域の協会 
が主催する強化事業に参加（アーチェリー・相撲）、 
地域の専用施設を利用（ホッケー）などであった。 
（図８） 

 
４ 成果と課題 
(1)他団体との連携 
  高体連専門部へのアンケート結果を分析すると、他団体との連携の強さや関わりの多さが成績に反映し

ていると思われる。その典型的な例がハンドボールやホッケーで、これらの競技は地域スポーツとして古

くから根付いており、中体連、県協会、地域が連携しながら普及・強化活動を行っていることが安定した

競技成績につながっていると考えた。また、バレーボールでも同様の動きがあり、特に中体連や県協会と

連携を図りながら継続的に強化事業を行った結果、今年度富山市で開催された全国中学校選手権大会で地

元の中学校がベスト８入賞や高校でも昨年度の選抜大会で男子が５位入賞するなど、その成果が現れてき

た。こうした成功例を参考に高体連専門部が他団体との連携をより強固にし、継続的な指導体制が構築さ

れれば、さらなる競技力の向上に繋がると考えた。 

65%
17%

18%
合同練習

U16
その他

図５ 中学校体育連盟との連携内容

 

53%32%

15%

連携あり

連携なし

無回答

図４ 中学校体育連盟との連携

21%

41%

38% 連携あり

連携なし

無回答

67%

19%

14%

強化事業

講習会

その他

図７ 競技団体との連携内容

図８ 地域との連携 

62%
23%

15%

連携あり

連携なし

無回答

図６ 競技団体との連携
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(2)富山県体育協会との連携 
「未来のアスリート発掘事業」をはじめ、富山県体育協会が中心となって行われている強化事業での成

果にも注目していきたい。「未来のアスリート発掘事業」は２０１５年度で丸１０年が経った。富山県体

育協会が実施した１～３期生（大学３年生～大学１年生）へのアンケート結果（回答率９１％）によると、

活動内容について、８８％の修了生がその後の活動に役立ったと答えており、全国大会出場歴が３９％（う

ち全国優勝者８名）、主将経験者が５４％と現在も活躍していることが分かった。さらに今後の進路につ

いては、指導者を考えている選手が２０％いることから「発掘～育成～強化」だけでなく「次世代への繋

がり」や「後継者育成」につながるとして、大いに期待される。 
また、近年の高校生の全国大会入賞者（夏季大会のみ）数をみると、平成２７年度では１２競技１８種

目（延べ人数７４人）、平成２８年度では１２競技３３種目（延べ人数１０２人）うち全国優勝が３競技

と年々成績アップしている。その要因として高体連の強化事業による遠征や指導者研修といった技術・戦

術面のサポートだけでなく「TOYAMA アスリートマルチサポート事業」でトレーナーによる怪我の防止

や体力増強といった体力面のサポートを受けることができるようになり、多方面からのサポートを受けた

ことやスタッフの役割の細分化により、コーチが戦術等に専念できるようになったことがその成果につな

がったと考えられる。開始間もない「TOYAMA アスリートマルチサポート事業」が今後の競技力向上に

繋げるために、富山県体育協会と連携を進めながらより積極的に活用していくことが重要であると考える。 
 
(3)今後の課題 

調査・分析する中で現在の強化事業における課題点もいくつか見られた。「未来のアスリート発掘事業」

で成績上位の優秀な児童が中学校に指導者がいなかったために、その後、本県代表選手にすらなれなかっ

た事例や選手が県外に流出した事例もあった。この背景には「未来のアスリート発掘事業」の事業名に関

する認知度はあるものの、実際に参加した児童の情報が、中学校や高校の指導者に共有されていないこと

が挙げられる。また前述のアンケートにあるように、中・高校生対象の「元気とやまスポーツ道場」や

「TOYAMA アスリートマルチサポート事業」の諸活動が行われていることを知らない指導者も多いこと

から、諸活動に関する情報や事業に関わった選手の情報をより共有することが挙げられる。また

「TOYAMA アスリートマルチサポート事業」では、約８００人の選手がサポートを受けているものの、

トレーナーの数が不足し、新規参入できない現状もある。このような中学校以降の育成・強化にむけた環

境整備の必要性が今後の課題であると考えられる。 
こうした課題の解決にむけ、まずは「元気とやまスポーツ道場」や「TOYAMA アスリートマルチサポ

ート事業」の認知度や活用率、事業への関与の割合を上げることが先決であると考える。認知度や活用率

が上がることで活動内容や指導者の充実につながり、指導者や活動場所がない修了生に対しての手立てに

つながる。また発掘された小学生を県体育協会と各競技団体が協力して個々の選手の適性を見極め、高校

の指導者をはじめとした協会の指導者が早い段階から指導に関わることでより才能を生かす形につなが

るのではないかと考える。 
２０１６年リオデジャネイロオリンピックでは、富山県出身である女子柔道の田知本選手や女子レスリ

ングの登坂選手が金メダルを獲得した。この２種目は富山県のお家芸であり、昔から地域が競技の普及や

強化に密着に関わっていた。また、明誠高校出身でバスケットボールの大会で活躍し、現在アメリカの大

学から NBA を目指している八村塁選手も富山県出身で、「未来のアスリート事業」の修了者でもある。

八村選手は小学校時代にどの競技にも所属していなかったが、この事業で才能を見出され、その素質を中

学校の指導者の目に留まったことからその後の活躍につながった。このような「富山県の伝統」と「新た

な試み」の融合が今後の競技力向上につながると考える。そうした取り組みを進める上で高体連専門部の

果たす役割はますます重要となってくる。 
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